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ラ ミニ ン ペ プチ ド結合キ トサ ン膜の 表皮細胞キ ャ リア と して の有用性につ い て
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〈目的〉　熱傷創や難治性潰瘍の 治療に際 し、表皮細胞の も つ治癒促進効果 、 瘢痕組織増生 の 抑制効

果が注目を集め つ つ ある。こ の 目的の た め に は 、表皮細胞を創面 へ 簡便 に 配する シ ス テ ム が求め られ

るが、従来 の人工表皮 は、培養表皮細胞を単独で または コ ラ
ーゲンな どの基質上で移植可能 な シ

ー
ト

とする ため、シ
ー ト形成 に時間がかか るな どの 問題が ある 。 ラ ミ ニ ン

ー1 に 由来す るペ プチ ド

AG73 （RKRLqVqLSIRT ）は強力な細胞接着活性を示す。私たちは、こ の 点に注目して AG73 を結合 し

たキ トサ ン膜 （P−C 膜）を開発 し、こ の膜の表 皮細胞 の簡 便なキ ャ リア と して の 有用性を検討 した 。

〈方法〉　膜状に形成 した ク ロ ロ ア セチル 化キ トサ ン と、シ ス テ イ ン付加 した AG73 とを共有結合さ

せ、P−C 膜を作成 した。 トリプシン／EDTA 処理で 解離 した ヒ ト表皮細胞 （クラボウ）を無血清 DMEM

培養液に懸濁 、 1× 1cmの P−C 膜上 に 2× 105個／c  で播種 した 。 2 時間静置培養後、ヌ ードマ ウス の

側 腹部に作成 した皮弁 （1xlcm ）下 に 肉様膜を露出さ せ 、こ れを表皮細胞付着 P−C 膜で 細胞付着面

を肉様膜側に向けた状態で被覆 し、皮 弁を閉 じた。移植後 3 日目 （26 例 ） と 7 日目 （14 例）に肉

様膜を切り出し、調査 した 。

〈結果〉　表皮細胞は静置培養 2 時間で 隙間な く P−C 膜上に接着 した 。電子顕微鏡法や免疫組織化学

（サイ トケ ラチン、シンデカ ン）によ り、肉様膜 へ の ヒ ト表皮細胞の生着が 40 例中 21 例で確認で

きた 。

一部移植シ ートで は、表皮細胞 の 重層化、移植 表皮細 胞直下 の 真 皮様組織 の 形成な どが確認 さ

れ た。

〈結論〉　新た に開発 した P−C 膜の表皮細胞移植の キャ リア と して の 有用性を確認する こ とが で きた 。

本 P−C 膜を使用する こ とで 、単離 した 状態で の 表皮細胞の 移植で も、移植床で の細胞の 重層化を含む

表皮構造形成が可能である こ とが判 明 した。
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